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■
参
加
費
　
無
料

※ 

申
込
み
等
詳
細
は
、
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問
（
公
社
）
大
分
県
建
築
士
会
　
日
田
支
部

　
☎
℻
㉔
６
０
２
２

　建
築
住
宅
課
指
導
審
査
係

　
☎
㉒
８
２
２
６
（
市
役
所
５
階
）

日
田
共
同
高
等
職
業
訓
練
校

令
和
5
年
度
訓
練
生
募
集

■
訓
練
科
目

　
住
宅
施
工
科
（
建
築
大
工
、
左
官
、
木
工
）

■
募
集
条
件

　
建
築
職
人
を
目
指
す
人

※
男
女
年
齢
は
問
い
ま
せ
ん
。

■
訓
練
期
間
　
３
年
間
　
毎
週
木
曜
日

■
授
業
料
　
月
額
５
千
円

■
募
集
数
　
15
人
程
度

■ 

申
込
方
法
　
日
田
共
同
高
等
職
業
訓
練
校
に

こころちゃん

人権コラム　　心、豊かに

電
話
で
申
込
み

■
申
込
期
限
　
３
月
31
日
㈮

問
日
田
共
同
高
等
職
業
訓
練
校
（
平
塚
）

　
☎
０
９
０
‐
１
１
９
７
‐
３
５
２
０

　
商
工
労
政
課
企
業
立
地
・
雇
用
労
働
係

　
☎
㉒
８
２
３
９
（
市
役
所
３
階
）

訓
練
コ
ー
ス
説
明
会
参
加
者
募
集

大
分
職
業
能
力
開
発
促
進
セ
ン
タ
ー
（
ポ
リ
テ

ク
セ
ン
タ
ー
大
分
）
で
は
、
再
就
職
を
目
指
す

人
を
対
象
と
し
た
就
職
に
必
要
な
知
識
と
技
能

を
学
ぶ
職
業
訓
練
（
ハ
ロ
ー
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
）

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
職
業
訓
練
施
設
を
見
学

し
て
、
あ
な
た
に
ぴ
っ
た
り
な
訓
練
コ
ー
ス
を

見
つ
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
と
き
　
２
月
14
日
㈫
・
21
日
㈫

　
午
後
１
時
30
分
～
４
時
40
分

■
と
こ
ろ

　
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
大
分
（
大
分
市
）

※ 

詳
細
は
、
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
大
分
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
大
分

　
☎
０
９
７-

５
２
９-

８
６
１
５

　
商
工
労
政
課
企
業
立
地
・
雇
用
労
働
係

　
☎
㉒
８
２
３
９
（
市
役
所
３
階
）

自
動
販
売
機
設
置
希
望
者
募
集

■
設
置
場
所
　
天
瀬
農
業
公
園

■
対
象

　
市
内
の
業
者
・
団
体
及
び
個
人

■
設
置
期
間
　
４
月
１
日
か
ら
１
年
間

※
更
新
は
１
回
ま
で
で
き
ま
す
。

■
種
類
・
台
数
　
清
涼
飲
料
水
　
１
台

■ 

申
込
方
法

　 

左
記
に
備
付
け
の
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
提
出

■
申
込
期
限
　
２
月
20
日
㈪
　
午
後
５
時

問
天
瀬
振
興
局
産
業
建
設
係
☎
�
３
１
０
１

令
和
５
年
度
「
広
報
ひ
た
」
等

文
書
送
達
委
託
業
務
入
札
参
加
者
募
集

■
参
加
資
格

・ 

市
内
で
配
送
業
を
営
む
法
人
で
、
一
般
貨
物

自
動
車
運
送
事
業
の
許
可
及
び
貨
物
軽
自
動

車
の
届
出
を
行
っ
て
い
る
こ
と

・ 

市
内
の
各
自
治
会
等
１
７
０
か
所
に
、
月
２

回
（
年
24
回
）、
配
送
が
で
き
る
車
両
及
び

人
員
を
保
有
し
て
い
る
こ
と

・ 

そ
の
他
、
市
が
定
め
る
要
件
を
満
た
し
て
い

る
こ
と

■ 

申
込
方
法
　
左
記
に
備
付
け
の
申
請
書
に
必

要
事
項
を
記
入
の
上
、
提
出

※ 

必
要
書
類
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
左
記
二
次

元
コ
ー
ド
）
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

　
で
き
ま
す
。

■
申
込
期
限
　
２
月
28
日
㈫

問
地
方
創
生
推
進
課
シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス
係

　
☎
㉒
８
６
２
７
（
市
役
所
６
階
）

Information ２.１ 次回の広報ひた２月15 日号は、２月15 日㈬に発送します。

　世界中で蔓延している感染症や未だ明確な治
療法のない病気に対する医療の問題、温暖化や
海洋汚染等に係る環境問題への対応など、持続
可能な開発に立ちはだかる問題を解決していくに
は、あらゆる才能を「総動員」することが必要です。
　そして、この総動員には多くの女性を取り込む
ことが重要であり、多様性を発揮した研究は、才
能あふれる研究者の数を増やし、新しい視点や
創造力を生み出します。

　この多様性を重視した国連は、2015年の総
会で「科学における女性と女児の国際デー（2
月11日）」を制定しました。これは、女性や女児
が科学の分野に、完全かつ平等に参加できる機
会の促進と活躍できる場を増やすことを目指し、

「女性と女児が果たす重要な役割を認識し評価
する」ことを目的としたものです。

　しかし、日本では科学分野への女性の進出が、
さほど進んでいないという現実があります。ＯＥＣ
Ｄ（経済協力開発機構）は2021年の調査報告
で、日本の状況を「高等教育新規入学者で工
学、製造、建築を専攻する者のうち女性が占め
る割合は16%であり、ＯＥＣＤ加盟国の中で最も
低い」と示しています。

　数年前には、ある大学の医学部を受験した「女
性の合格者」の数を意図的に抑制するといった
差別的な扱いも浮き彫りになりました。
　「女性は結婚や出産で職場を離れることがあ
る。そうすると人手が足りなくなる」という意見（理
由）を耳にしますが、これは労働環境の整備に係
ることであり、女性に対する不当な扱いを正当化
する理由にはなりません。

　他国の政策や事例を参考とし、種々の問題を
解決した先にあるのは、特定の分野の発展だけ
ではありません。固定化した考えから脱却し、幅
広い「人材＝才能」が活躍できるようになれば、
社会全体の発展が見えてくるはずです。

問人権啓発センター
　☎㉒８０１７（市役所別館１階）

本当の発展のために
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■
申
請
期
限

　 

研
修
修
了
日
か
ら
起
算
し
て
6
か
月
以
内

（
一
次
助
成
）

②
介
護
職
員
実
務
者
研
修

■
助
成
額
　
対
象
と
な
る
経
費
の
8
割
以
内

■
申
請
期
限

　
受
講
修
了
日
の
属
す
る
月
の
翌
々
月
末
ま
で

※ 

詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
左
記
二
次
元

コ
ー
ド
）
又
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
長
寿
福
祉
課
介
護
保
険
係

　
☎
㉒
８
２
６
４
（
市
役
所
１
階
）

介
護
職
員
初
任
者
研
修
受
講
者
募
集

■ 

と
き
　

2
月
12
日
㈰
～
5
月
28
日
㈰
の
間
の

16
日
間
（
週
1
日
程
度
）

　
午
前
9
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分
　

※ 

全
過
程
１
３
０
時
間
中
33
時
間
は
課
題
に
よ

る
通
信
形
式
で
す
。

■
と
こ
ろ
　

　
ニ
チ
イ
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
日
田（
三
芳
小
渕
町
）

■
対
象
　
資
格
取
得
を
希
望
す
る
人

■
受
講
料

　
４
万
円
（
消
費
税
・
テ
キ
ス
ト
代
含
む
）

■
募
集
数
　
10
人

※
詳
細
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
㈱
ニ
チ
イ
学
館
大
分
支
店

　
☎
０
１
２
０-

７
８
１-

２
４
６

　（
平
日 

　
午
前
9
時
～
午
後
５
時
15
分
）

　
長
寿
福
祉
課
介
護
保
険
係

　
☎
㉒
８
２
６
４
（
市
役
所
１
階
）

市
所
蔵
美
術
品
公
開
展

「
み
ん
な
の
宇
治
山
哲
平
展
」

市
所
蔵
美
術
品
の
中
か
ら
宇
治
山
哲
平
作
品
の

高
齢
者
向
け
配
食
サ
ー
ビ
ス
事
業

委
託
事
業
者
募
集

市
が
実
施
し
て
い
る
食
の
自
立
支
援
事
業
（
高

齢
者
向
け
配
食
サ
ー
ビ
ス
）
の
委
託
事
業
者
を

募
集
し
ま
す
。
事
業
を
受
託
す
る
に
は
要
件
が

あ
り
ま
す
の
で
、
詳
細
は
左
記
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

■
募
集
期
間

　
２
月
14
日
㈫
～
３
月
14
日
㈫

問
長
寿
福
祉
課
長
寿
福
祉
係

　
☎
㉒
８
２
９
９
（
市
役
所
１
階
）

高
額
介
護
合
算
療
養
費
の

お
知
ら
せ
を
送
付
し
ま
す

高
額
介
護
合
算
療
養
費
と
は
、
毎
年
８
月
か
ら

翌
年
７
月
ま
で
の
１
年
間
に
支
払
っ
た
医
療
保

険
と
介
護
保
険
の
自
己
負
担
額
の
合
計
額
が
基

準
額
を
超
え
た
場
合
に
、
そ
の
超
え
た
額
が
支

給
さ
れ
る
制
度
で
す
。
大
分
県
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
の
被
保
険
者
で
支
給
が
見
込
ま
れ
る
人

に
、
２
月
に
お
知
ら
せ
の
文
書
と
支
給
申
請
書

を
送
付
し
ま
す
。
支
給
申
請
書
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
請
に
必
要
な
も
の

　 

支
給
申
請
書
、
お
知
ら
せ
の
文
書
、
通
帳
等

（
口
座
情
報
が
確
認
で
き
る
も
の
）、
後
期
高

齢
者
医
療
被
保
険
者
証
、
介
護
保
険
被
保
険

者
証
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
等
（
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
を
確
認
で
き
る
も
の
）、申
請
者
（
代

理
人
を
含
む
）
の
身
元
確
認
が
で
き
る
も
の

（
運
転
免
許
証
等
）

■ 

申
請
場
所
　
健
康
保
険
課
（
市
役
所
１
階
）、

各
振
興
局
・
振
興
セ
ン
タ
ー

問
大
分
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

　
☎
０
９
７
‐
５
３
４
‐
１
７
７
１

　
健
康
保
険
課
国
保
・
年
金
係

　
☎
㉒
８
２
７
１
（
市
役
所
１
階
）

公
開
展
を
開
催
し
ま
す
。

■
と
き
　
２
月
７
日
㈫
～
３
月
19
日
㈰
　

　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

※ 

毎
週
月
曜
日
は
休
展
日
。

■
と
こ
ろ
　
ア
オ
ー
ゼ
２
階

　
美
術
展
示
ギ
ャ
ラ
リ
ー

■
入
場
料
　
無
料

問
社
会
教
育
課
文
化
振
興
係

　
☎
㉒
６
８
６
８
（
ア
オ
ー
ゼ
１
階
）

高
齢
者
の
生
き
が
い
グ
ル
ー
プ

合
同
発
表
会

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
教
室
と
老
人
ク
ラ
ブ
地

区
代
表
に
よ
る
発
表
会
を
行
い
ま
す
。
是
非
、

ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
と
き

　
２
月
18
日
㈯
　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

　（
開
場
　
午
前
９
時
15
分
～
）

■
と
こ
ろ
　
パ
ト
リ
ア
日
田
　
大
ホ
ー
ル

■ 

内
容
　
ハ
ー
モ
ニ
カ
、カ
ラ
オ
ケ
、三
味
線・

太
鼓
、
太
極
拳
、
吟
詠
、
お
謡
い
、
老
人
ク

ラ
ブ
地
区
代
表
に
よ
る
舞
踊
や
歌
　
等

※ 

ロ
ビ
ー
で
は
、
手
芸
、
ク
ラ
フ
ト
、
木
工
、

俳
句
教
室
の
作
品
や
老
人
ク
ラ
ブ
の
活
動
写

真
の
展
示
を
行
い
ま
す
。

■
入
場
料
　
無
料

問
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
☎
㉔
２
１
２
３

第
24
回
住
宅
セ
ミ
ナ
ー

日
田
の
木
を
も
っ
と
知
ろ
う

～
健
康
な
家
づ
く
り
～

家
づ
く
り
の
ス
タ
ー
ト
と
し
て
、
木
に
つ
い
て

楽
し
く
勉
強
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
建
築
や
住
宅

に
関
す
る
相
談
も
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
と
き
　
２
月
25
日
㈯
　
午
後
２
時
～

■
と
こ
ろ
　
ア
オ
ー
ゼ
２
階
　
会
議
室
２

くらしの情報【注意】新型コロナウイルス感染症の影響で内容を変更する場合があります。二次元コードで確認を！

「
出
産
準
備
金
」及
び「
子
育
て
応
援
金
」

支
給
の
お
知
ら
せ

全
て
の
妊
婦・子
育
て
家
庭
が
安
心
し
て
出
産・

子
育
て
が
で
き
る
よ
う
に
、
相
談
支
援
及
び
経

済
的
支
援
を
一
体
的
に
実
施
す
る
た
め
、
令
和

４
年
４
月
１
日
以
降
に
妊
娠
届
け
出
や
出
産
を

し
た
人
を
対
象
に
、
出
産
準
備
金
及
び
子
育
て

応
援
金
の
支
給
が
１
月
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

出
産
準
備
金

■
支
給
対
象
者

　
妊
娠
届
け
出
を
し
、
面
談
を
受
け
た
妊
婦

■
支
給
額
　
妊
婦
１
人
当
た
り
５
万
円

■
面
談
方
法
　
妊
娠
届
け
出
時
に
面
談

子
育
て
応
援
金

■ 
支
給
対
象
者
　
出
生
し
た
子
供
を
養
育
し
、

面
談
を
受
け
た
人

■
支
給
額
　
出
生
し
た
子
１
人
当
た
り
５
万
円

■
面
談
方
法

　
生
後
２
～
３
か
月
頃
に
行
う
母
子
訪
問
等

※ 

令
和
４
年
12
月
31
日
ま
で
に
妊
娠
届
け
出
や

出
産
を
し
た
人
に
は
、
申
請
書
と
ア
ン
ケ
ー

ト
、
返
信
用
封
筒
等
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

※ 

令
和
５
年
１
月
以
降
に
出
産
し
た
人
に
は
、

母
子
訪
問
時
に
申
請
書
を
渡
し
ま
す
。

問
こ
ど
も
家
庭
相
談
室
こ
ど
も
家
庭
相
談
係

　
☎
㉒
８
２
３
０
（
市
役
所
１
階
）

介
護
の
資
格
取
得
予
定
者
を
応
援

介
護
職
員
初
任
者
研
修
及
び
介
護
職
員
実
務
者

研
修
を
受
講
し
た
人
に
対
し
、
受
講
料
の
一
部

を
助
成
し
て
い
ま
す
。

■ 

対
象
者
　
日
田
市
内
に
住
民
票
を
有
し
、
市

税
の
滞
納
の
な
い
人

■
対
象
と
な
る
経
費

　
受
講
料
（
テ
キ
ス
ト
代
含
む
）

①
介
護
職
員
初
任
者
研
修

■
助
成
額
　
対
象
と
な
る
経
費
の
6
割
以
内

イ
ベ
ン
ト
・
募
集


